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研究概要 

「東アジア地域におけるサッカーの交流とナショナリズムの探求」 

東アジア地域におけるサッカーとナショナリズムの理解を次の点で考えて調査を行っ

た。2010 年、FIFA 南アフリカ共和国のワールドカップアジア予選で北朝鮮と試合するよう

になった韓国のメディアの動向を調べ、その言説を分析した。こうした調査で現在の韓国

社会における韓国という国家への帰属意識、またこの国家への所属とは別項目として存在

する韓国―北朝鮮の間に存在する民族意識のあり方を考察することができたと思われる。

そして朝鮮半島の韓国と北朝鮮の間で、分断国家という特殊性が、サッカーのワールドカ

ップという普遍的なイベントの場で、どのように取り扱われていたのか、その表象を分析

した。その際、複数の境界線上に存在する選手が、ディアスポラなイメージをもって消費

され、境界の曖昧性（民族主義と国家主義）を顕在化させてもいた。韓国のメディアの言

説のなかで、韓国における国家と民族という帰属意識の葛藤の表象のあり方に着目し、考

察を行った。 

さらに、それに加え、サッカーの試合で北朝鮮が日本にとってどのように映り、語れた

のか、それがどのような他者性に繋がるのかなどを考えてみた。 サッカーを契機として北

朝鮮を巡る韓国、日本の観点の相違点と共有点を調査するのは、東アジア地域における相

互理解を広げる機会であると考えられる。 
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